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令和７年４月17日 日程 

 

日 次 月  日 摘         要 

第１日 ４月17日（木） 

案 件 

 

所管事務調査 

スポーツ整備エリアの考え方、現在の進捗と今後について 

放課後児童クラブの指導員不足について 

入所待ち児童、保育士不足について 

〔協議〕 
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１ 出席委員氏名 

 

  委員長 樋󠄀口伸一郎    

  副委員長 成冨牧男    

  委員 中川原豊志    

  委員 西依義規      

  委員 田村弘子 

  委員 緒方俊之 

  委員 牧瀬昭子 

 

２ 欠席委員氏名 

 

  なし 

 

３ 説明のため出席した者の職氏名 

 

なし 

 

４ 出席した議会事務局職員の職氏名 

 

  議事調査係主事 前田肇之 

 

５ 日程 

 

  所管事務調査 

   スポーツ整備エリアの考え方、現在の進捗と今後について 

   放課後児童クラブの指導員不足について 

   入所待ち児童、保育士不足について 

〔協議〕 

 

６ 傍聴者 
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  なし 

 

７ その他 

 

  なし 
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  午前10時開会 

                                          

樋󠄀口伸一郎委員長 

これより、スポーツ整備エリアの考え方、現在の進捗と今後についての委員間協議を行い

ます。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  スポーツ整備エリアの考え方、現在の進捗と今後について 

                                          

樋󠄀口伸一郎委員長 

これにつきましては、先日から執行部のほうと調整をさせていただきまして、委員間協議

を行ってきている現状以降で、新たな進捗、あるいは変更点等々がないかをしっかり確認を

させていただいたところ現状と変更がないということで、今まで御説明をしてきた分以上に

説明する分がないということでお答えをいただきました。ですので、この件に関しては、皆

様方の御意見をいただいて、今後どのように協議を進めていくか、あるいはもうここで３項

目、４項目、５項目とこれ以上もう層は広げずに、３項目ともまとめの時期に入っていって

議長のほうに本委員会ではどこまでの所管事務調査を行ったのかというところに移行してい

きたいと思っておりますので、できればこのスポーツエリアの考え方とか、現在の進捗と今

後についてということは、今の段階で、今後、執行部とどう向き合っていくかというような

御意見をいただければと思っておりますので、忌憚のない御意見をいただきたいので、御発

言のある方は、挙手の上お願いいたします。 

中川原豊志委員 

進捗がないような話をされるんですが、最新の状況というのは、どこを見たらいいのかな。

要は、ここはスポーツエリアやった、ここは芝生広場やったというふうな感じで、都市公園

の一番最新のデータを図形化したやつっていうのは、どれば見たらいいやろうか。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

それは、今まで出している分の資料とかがありますよね。あとは口頭で説明された分以上

に、例えば、塗ってあった部分に新たに点線が入ったとか。それとか、また新しく用途使用

の変更等を検討したというのが一切ないということなんです。 

今までの過去の資料を振り返っていただいた分の資料以上の分というものがないというこ

とでございます。 
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中川原豊志委員 

それでは、過去の資料の一番新しい資料はどれかな。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

探すしかないです。 

中川原豊志委員 

例えば、建設経済のほうで探したらいいのか、建設経済の議案審査のときの資料で見たら

いいのか、うちの審査のときにあったのかどうか。なかったような気がするけんが、どこの

資料を見たら一番分かりやすいのかなと思って、確認できんかなと思ったところでした。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

暫時休憩します。 

 

  午前10時３分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前10時５分再開 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開します。 

御発言のある方はどうぞ。 

西依義規委員 

このスポーツ施設エリアの使い方、健康広場まで含めたところが我々の所管だとしたら、

要はこの報告書を出すのが多分９月の本会議中として、そこまでまず出るのか出らんのか、

出らんのであれば、我々はこの決め方について、委員間の、こういう常任委員会で協議して

いただくのか、それとも市民の方、女性とか若者も入れたスポーツ施設エリアの検討会議を

設置してもらうような要望はどうかなという気がします。 

特に、アーバンスポーツの声が高いんで、アーバンスポーツの若者とかをどうやって選ぶ

かは、また執行部に任せて、そういった今まで我々みたいな50歳以上のおじちゃんたちの検

討会やなくて、女性、若者、場合によっては子供も入れた検討会議で。もちろんあくまでそ

こは検討会議なんで、決めるのは執行部でいいと思うんですけど、そういった会議を設置し

てもらうように我々から要望するのはどうですか。まず、もう９月までに決まりますってい

うなら、それはもうおしまいですけど。そういう時期的なものは、委員長は聞いてあります
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か。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

いつぐらいに出るのか時期的なものは、私も聞きました。ただ、もう見えないと。本当に

いつぐらいに出るのかが、全く分からないんです、というお答えでした。この時期、恐らく

ここだろうというのも全く感覚的にはなかったので、多分そこを前提に置いてっていうのは、

なしで考えたほうがいいのかもしれないです。 

西依義規委員 

ということは、我々にはグラウンドのほうがあって、これもちょっと新たにスポーツ整備

エリアがあったので、今度の視察でもいいんで、そういったアーバンスポーツに取り組まれ

てるスケボーとかスリーオンスリーとかそういうところの公園等を視察にいって、そういう

使い方を、例えば、先進地ではこういうところがありました、とても使われてます。みたい

な報告書にするなら、我々の方向性は決まりそうかなという気はしますけどね。皆さん方委

員がどういう意見かは分かりませんけど。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

そうですね。我々が議論する時間というのは９月までは担保されてますから、９月までに

新たな方向性として出るのか、出ないのかは今一度、確認する必要があると思いますので、

私のほうから確認をしておきたいと思います。プラス、それを前提に無いようであれば、本

当に明確な状況であれば、市民とか老若男女と言ったらいかんですけど、全部を交えて検討

会の設置を要望するというのが１点です。あるいはアーバンスポーツの先進地とかを見るこ

とによって、具体的な要望、それを委員会として出すというのが１点です。ほかに皆さんか

ら意見があれば、そういうまとめに入っていきたいかなという感じです。 

牧瀬昭子委員 

市民の方々の声を聞くというのは、私も大賛成でして、こちら側から審議委員さんを選定

するのではなくて、公募型でするワークショップというような形で、もちろん全部決められ

るものではないっていうのは前提にあると思います。ただ、今はまだ見えないし、決まって

ないっていうのであれば、余計に自由度もあると思うので、その辺りも含めて市民の方に一

旦、ここは今検討中であるということも含めて公募をかけて、それで皆さんお話ししてもら

えませんかっていうことを執行部のほうにまず要望する。 

もし、それが難しいということであれば、議会として議会報告会などの機会もありますの

で、その場を使って皆さんに提起してみるのは議会としてできることかなと。この２点を、

今、西依議員から創発させていただきました。 

樋󠄀口伸一郎委員長 
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今は決まってないからこそ、より要望が出しやすいというのはありますから。なので、決

まってしまうとなかなか要望を出してもっていうところがいつもあるじゃないですか。なの

で今の段階でいろいろ西依議員が言われたような要望を出すというのは、逆にとれば効果は

非常にあるのかなと。 

西依義規委員 

ということは、９月がゴールとすれば、設置してくださいねとか、公募してくださいとい

う要望やなくて、もう公募を要望しましたと、例えば７月に設置されましたと、こうやって

今決まってますよっていう報告書のほうが実感は湧きますよね。我々が動いたっていう。だ

から早めにできるなら、皆さん方が、また公募は公募で来た方をどうバランスよく、例えば、

20人枠で女性が18人来てほとんど50歳以上やったとかなると、ある一定の世代がおっちゃん

と逆のほうにいってしまうけん、その辺のバランスはどうなんですかね。公募をあんまり経

験したことないけん。公募のイメージをよかったら。 

牧瀬昭子委員 

バランスよくということであれば、こちらが要望する枠っていうので、何々と仕切っても

いいかもしれないとは思います。偏るのがあるということであればです。 

西依義規委員 

選定制で公募がいいと言いよったけん。 

中川原豊志委員 

否定的なことを言うわけじゃないけど、公募を執行部にしてくださいって言ってから、そ

こまで考えてませんって言ってせんやったときは。 

西依義規委員 

ハードルは上がるかもしれない、公募も。 

分からんけど、想像です。 

中川原豊志委員 

今回、７月に議会報告会でワークショップする中で、スポーツについては、ここの部分に

特化した、ここに何があったほうがよいと思いますかっていうふうなのは、うちらが聞き取

りしていくようなこともどうかなと思うったいね。 

子ども・子育てとスポーツ環境のところについては、今回、今、市のほうでこのようにス

ポーツエリアでどういうふうなものを持っていこうか検討してるけんが、市民の皆さんやっ

たらどういうのがいいと思いますかって特化して聞いてみたらどうかな。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

議会の役割でもありますね。 
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田村弘子委員 

市民公園のスポーツ整備エリアのところについては、執行部が市民の方にランダムに市民

満足度調査というような調査を行い、もう報告書がまとめてあるんです。それの自由記載だ

った部分は、見せてもらえてないので、また見たいですっていうところで、今、総合政策課

の田中課長のほうに打診させていただいているんですけれども、市民の方から私にアンケー

トが来て、自由記載のところに結構思いを書いたんだけれども知っているよねって言われて、

知らないんです、見れていないんです、ホームページに載ってる部分は見せていただけたん

ですけれども、自由記載のところが多分、市民の皆さんがいろいろ意見を聞きたいって言っ

てるところが、ある程度反映されてるのではないのかなと思うんです。10代から無作為に市

民の皆さんに調査されているところだったので、選ぶ選択肢もあったので、ちょっと誘導す

るようなところもあったのかもしれないですけれども、自由記載のところの最後の方にあっ

たりしていたので、そこの内容が今一番市民の方が無作為に世代平等に出てきた意見なので

はないのかなと思ったりするんです。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

この自由記載については、中川原委員の御発言と内容とは意味合い的に重複する部分もあ

りますし、委員の権利というとちょっとそれていますけれども、委員の職務、責務としては、

市民の声を反映してというところもありますので、これも執行部のほうにお尋ねをしてみま

しょうか。 

田村弘子委員 

田中課長からの返事といたしましては、出せるか出せないかも含めて、出し方も含めて部

内で協議をしたいというところで３日程前に返事をいただいたところです。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

これは出せないにしてもその理由とかをきちんと聞きたいし、固有名詞とかまでは我々に

は必要ないんです。内容だけでいいので。あとはその内容が出せないような内容とか個別の

名前とかまでは要らないんですけど、中身については出せないもの以外は出してもらって確

認することで市民の意見を知るというのは必要かもしれないので、田村委員からもアプロー

チをしてもらっているんであれば、またこちらからも確認をしてみましょう。いずれにして

も７月の報告会でそこの意見を募るというのも踏まえて、後々は、西依委員が言ったように

出るか出ないかと、９月までは待つというか。 

あとは、委員会から要望した後に、正副議長のほうにどこまでまとまったっていうような、

それを委員会として残すものをつくっていかないといけないので、できればやっぱり早め、

６月ぐらいから、そういう要望側のことをしながら、９月ぐらいにはもう議長、正副議長に



- 9 - 

 

正式にきちっと報告書を上げるという流れで行きたいと思います。 

西依義規委員 

ということは、執行部主導じゃなくて、やっぱ議会主導であるならあるで、我々が主体的

に関わっていかないかんので、そこをまず決めたらいいですね。執行部に投げるというか、

もうつくってくださいというのか、我々が声を拾っていくのかで大幅に違いますんで、そこ

は。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

それができるできないじゃなくて、（「まずここで決めて、するならする、せんならせんで」

と呼ぶ者あり） 

合意が取れたものを執行部には、無理だったとしても、ここではまとまった意見ですとい

うふうにお伝えをしたいと思います。 

むしろこっから先は、執行部にいろいろ調査をしていくというよりも、こちらの思いが統

一できればという部分ですね。 

暫時休憩します。 

 

  午前10時16分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前10時34分再開 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開します。 

それでは、皆さん方から御意見を頂いた上でスポーツ整備エリア、これについての考え方、

今後のまとめについてなんですけれども、まずは執行部のほうに市民意見の自由記載の部分

と、９月ぐらいまでに、我々の任期期間が11月ですけど議論する期間を９月までに出るか出

ないかっていう確認を取った上で、最終的には、委員会からの要望として意見を聞く場、あ

るいは視察で学んできた場所と具体的な施策等を要望する形で上げていきたいと思っており

ますが、これについては先のというか、今後の７月の議会報告会もありますし、先進地の視

察もございます。ですので、この７月の視察や報告会を終えて改めてまた集まった上で、実

はどういう形で、どのような内容で委員会の要望をしていくかということでまとめたいと思

っておりますが、よろしいでしょうか。では、視察報告会が終わった後に、御意見を再度い



- 10 - 

 

ただいてまとめの御協力をお願いしたいと思います。 

そのほかに、このスポーツに関して御意見がある方はお願いいたします。 

西依義規委員 

もう一つ所管事務で多目的グラウンドの整備っていうテーマがあったかと思いますけど、

今、市とお話ししてる中では、龍谷短大の跡地をプランとして活用することがっていうふう

に検討されてるようですけれども、なかなか何年先になるか分からんし、この要望書が出た

のも十数年前で、その人たちが60歳やったら、75歳ぐらいになってあるということやけん、

やっぱり一刻も早く現施設を何かできんかっていうふうな形で委員会で検討するのはどうか

なと。もちろん市民球場の稼働日を増やすとか、今の中学校のグラウンドを共有部分として、

例えば、基里中学校のグラウンド部分だけを整備し直して、市民第２グラウンドみたいにし

て、名前を変えてするとかはいけるんじゃないかなと思いますけれども、その件について、

もし委員の皆さんから何かあれば。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

それにつきましては、皆さん方で御意見があればお願いいたします。忌憚のない御意見で

良いと思いますので、賛否両論どちらもお願いいたします。 

成冨牧男委員 

そこに、私がよく行ってる北部グラウンドをもう少し市民に開放できるんじゃないかと思

うんです。合わせて、今、固有名詞が出たので、それも付け加えていただきたいと思います。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

他にございますか。 

牧瀬昭子委員 

せっかくの機会ですので、料金が改定された後にどういうふうな稼働に変更していったの

か、稼働率がどう変わっていったのか。やっぱり、いよいよ足りないよねっていうのが、目

に見える形で情報として頂きたいと思うので、その調査を一応してみたらどうかなと思いま

す。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

これについては、皆さんどうでしょう。執行部に確認作業をして、そこでやり取りをする

時間というのは、あんまりないかなと思うんで。 

牧瀬昭子委員 

数だけもらえればと思ったところでした。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

これは必要ですかね。 
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西依義規委員 

令和５年度、６年度でどれぐらい違うのかというのは、あったほうがいいと思うんです。

全然伸びてなかったら、何で伸びとらんかも、また我々が考えないかんし、伸びとるなら伸

びとるでいいことだと思うんで。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

もう一つお諮りしたいのが、例えば、具体例として中学校、北部グラウンドで上がって、

これまでその十数年の経緯っていうのがあって、委員会の質疑応答でも大体は決算審査、あ

るいは当初予算よりも決算審査のときに年間推移とか数って毎回出て、どれぐらいの傾向で

すっていうのは、毎回のやり取りが議事録にも残っております。改めて数字を取るのは非常

に大事かと思いますけど、まとめる作業としてはグラウンドで、重要なのはこれまで再三に

わたり委員会の要望、総意、決議もあったかな、決議はちょっと不明確ですけど、グラウン

ドの新規設置、どこでもいいからっていう要望を視察も含め行っております。今までの委員

会で。 

ただ、これが相当難儀していると。ということで今私が思っているのは、中学校含め北部

グラウンドの現状があると思います。ここの環境拡充、これについては、今まで要望を出し

た経緯が、私の記憶上ではないんです。現況を改善することで、利用料もしかり、あとは環

境もしかりです。ですので、新たな委員会の要望としては、この現状を含めて今すぐに新規

が無理ならば、現状を拡充していくっていうような要望のほうが結びつきやすいかなと思う

んです。 

それは皆さんどうですか。 

委員会に長くいる方とかは、経緯とか御存じだと思うんですけれども。御発言どうぞ。 

中川原豊志委員 

もうちょっと早めにそういう話をしとったらよかったかなと勝手に思ったのが、今回の基

里中学校の大規模改造はもう設計に入ったとかな。 

設計に入ったときに、グラウンドをもうちょっと整備してもらうごとできないだろうかと

言えとったならば、サザン鳥栖クロスパークの分もあるけんが、あの辺の土地を一部、基里

中学校にくれんねというふうな感じでグラウンドをつくる方向って出来んやったとかなとあ

とで思ったけんが、設計の内容とかを協議するというか、要望する場所っていうのはもうな

いのかな。 

今、学校の大規模改造分で設計入っていると思うけんが、設計の中にグラウンドのほうま

で、もう少し整備してほしいと、市民開放できるようなグラウンドにしていただければと。 

樋󠄀口伸一郎委員長 
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大規模改修ですね。これは何か要望の一つとして出せそうですけど、どうですかね。 

中川原豊志委員 

設計が終わってしまったらできんけんね。 

設計中ならまだ要望できるかなと思っています。 

西依義規委員 

今、ちょっと地図を確認したら、やっぱり西側をちょっと広げないと細長いんで、西側の

田んぼを20メーターぐらい買うぐらいなら多分、普通のグラウンド整備の半額以下でできる

けんですよ。やっぱりそこまで突っ込んだらどうですか。敷地を拡幅して、四角とまで言わ

んけどそれぐらいするのは。 

今基里中は野球部ってあるんですか。（「ないでしょう」と呼ぶ者あり） 

ないんですよね。そういうのを含めて、地域移管も含めて、野球がやりたいやつは基里に

来いでもよくないですか。きれいな球場があるんやけん。そういったところまで踏み込んで

いけるか分かりませんけど、それぐらい大胆な提言でもいいんじゃないかという気はしてい

ます。確かにおっしゃるとおり、設計まで含めて。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

そうですね、設計段階で今後いろいろとあるじゃないですか。 

やっぱりそこまで踏まえたら……。 

ほかにありませんか。 

〔発言する者なし〕 

無いようでしたら、７月で大体もうまとめようって思ってますんで、グラウンドに関して

は、イメージを膨らませてもらって、今の設計段階でしっかりとあそこのグラウンドの分…

…。 

中川原豊志委員 

間に合うならばしてほしいけれど、もう発注してしもうたもんねと。 

西依義規委員 

校舎は校舎、グラウンドはグラウンドでいいんじゃないですか。校舎のほうやけん。 

こっち側は、テニスコートとトラックと野球場をどうにかやり直したらできるかもしれん。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

暫時休憩します。 

 

  午前10時43分休憩 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前10時46分再開 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開します。 

グラウンドについては今御意見いただいたんですけど、今まで、今も継続してますけど、

新規多目的運動広場の整備を再三要望してきておりますが、これに加えて今ある現状の拡充

です。これによって、今までできなかったものを補っていくというような考え方で、設計等

も含めて大規模な設計等がある際には、グラウンドとして確保できるところも視野に入れな

がらの検討をしていただくというような方向性で要望を出していきたいというふうに思って

おります。 

これも先ほどのスポーツ整備エリアの部分と同様に７月の中でまとめていきたいと思って

おります。 

ただ、グラウンドに関しては、皆さん方でもうイメージが大分あるみたいなので、良けれ

ばですけど、このグラウンドについては、二、三個を簡潔明瞭に執行部のほうに要望したい

なと思っております。 

だらだらとばーっと書くんじゃなくて、例えば、新規グラウンドの整備、それが無理なの

であれば、２番目に現状ある広場にてこ入れをしてさらなる拡充をしてもらう。あるいは、

３項目めは学校と教育の場で設計等がある際には、そういうグラウンドとして確保されてい

る土地の使い方も含めた設計をしていただくような。 

３本っていうのは宿題じゃないですけど、それぞれ思いついたら何かに残しといていただ

いて、今日は議事録が残ってますけど、より明白な形で今度の７月にこのグラウンドの件を

出していただきたいと思いますので。 

結構、重複すると思うんでそこから拾い上げて、お伝えしたいことを決めていきたいと思

いますので、それでよろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

何かあれば、もうぱしっと決めて書いていただいてもらって結構ですので、ご協力をよろ

しくお願いします。 

それでは、一応、今日の段階でのスポーツ整備エリアでの考え方、これはグラウンドも含

めていただいてありがとうございました。 

現在の進捗と今後については、今日のところは一旦これで終わっておきたいというふうに
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思います。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  放課後児童クラブの指導員不足について 

  入所待ち児童、保育士不足について 

                                          

樋󠄀口伸一郎委員長 

続きまして、放課後児童クラブ指導員不足についてと、もう一つの入所待ち児童、保育士

不足、これも意見としては区別していきますけど、もう一括にさせてもらいたいと思います

けど、よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

この協議に入ります前に、暫時休憩をとりまして、再開は11時からということでよろしく

お願いいたします。 

 

  午前10時49分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前11時再開 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開いたします。 

休憩前に引き続いて、委員間協議を行います。 

続いて、放課後児童クラブの指導員不足、入所待ち児童、保育士不足について、これも今

まで所管事務調査で現状等をお聞きしてきた上で、今後の委員会としてどのように要望、あ

るいは、意見を申し上げていくか。あるいは、それを絶対要望とかをしなければならないで

はないので、めどを立てて、委員会として記録を残して、どのような形で所管事務調査から

めどを終了したというような形で残すかといったような御意見をいただければと思いますの

で、御意見のある方は挙手の上、御発言をお願いいたします。 

中川原豊志委員 

ここについては、現状の数字がはっきり分からんと言えんところがあるとばってん、こっ
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ちで理解してる範囲なのか。箱物はある程度整備がされたと思うんやけれども、その箱に伴

って、放課後児童クラブについてまだ入所待ちがあるのかどうか。その原因が指導員不足な

のか、その辺の現状が分からんので、その辺のデータをもらうべきじゃないのかなっていう

気がするとばってん。 

西依義規委員 

多分、それに関しては、この子ども・子育て支援事業計画に令和11年度までの数字を出さ

れてあるんです。これで、多分市としては、令和７年度がマイナス20で、あとはもう指導員

が全部集まったという体やろうけど、箱的にはもう足りてますっていう考え方なのかなって

いう気がするので、私としては概念を少し変えていく。例えば、なかよし会という箱に入れ

るんじゃなくて、近所のおじいちゃん、おばあちゃんたちと一緒にグラウンドで遊ぶとか。

なかよし会と家に帰る間の何かの仕組みをつくって、必ずそこの箱に入れないかん人を優先

させて、どっちでもいいよ、今日帰っていいよ、今日はおるべきよっていう、その中間層を

広げる、どっちかに移すと私はいいのかなと。 

本来、子供は伸び伸びと自由な時間をして、あんま部屋に入れられるのはどうかなってい

う気がする。その辺の考え方を提案するのはどうかなっていう。指導員不足の解決になるか

らですよ。定員が減れば指導員は足りるからですね、その辺はどうかなと思うんですけど、

いかがですか。 

緒方俊之委員 

まちセンが意外とそういう方針ですよね。地域の人を集めて、学校終わったらまちセンで

何時ぐらいまで遊んで。（「放課後教室とか」と呼ぶ者あり） 

基里はしよるですもんね、その辺をもっといろんな団体と絡めてもいいのかなと思いまし

た。 

牧瀬昭子委員 

緒方議員がおっしゃっていたまちセンと市民活動団体とのコラボレーションというか、そ

れはすごくいいなと思って。夏休みに鳥栖のまちセンも大学生が１人で団体を立ち上げまし

て、それで周りの大学生とか地域の方々と一緒にそういう子供たちの見守りみたいな、何か

事故があったときは自分の責任みたいな感じの緩い居場所みたいな感じで。誰々に責任があ

るとかそういうものでもないし、お弁当は自分で持ってくればいいしみたいな、結構ゆるっ

とした場所みたいなものをされていて、何かそういう運営をされているところと協働するみ

たいなものをやっていけないかなと思いまして。 

田村弘子委員 

あと、まちセンも一緒でいいんですけど、今、西依議員が言われたような取組を福岡市が



- 16 - 

 

わいわい広場というところでされていて、そこの所管が放課後児童なんとか課みたいなとこ

ろだったので、なかよし会に通う子、そしてその間の子の棲み分けというか、選べる場所を

もう１か所増やせば、なかよし会に通わないといけない子とほかに遊びながら放課後を過ご

す子っていうところで、すみ分けを考えていくのはいいかと思います。 

また、そのことを支援室のほうも少し思ってあるっていうところは、この前福岡市のほう

を注目してますというような返事は自分は聞いております。 

中川原豊志委員 

この放課後子ども教室、８というのはまちセンの数やもんね。 

これを極端に言えば、今、区長もしよるけん言うとばってん、学校から帰ってきたら町の

公民館を開放してやるけんが、公民館に来てから勉強するなり遊ぶなりしていいよというふ

うなことで使ってもいいかなと思うったいね。それで、そういう仕組みをまちセンと町と生

涯学習課課あたりなのか分からんけど、その辺と何かもうちょっと連携してできるような方

法ってないのかな。結構、小学校の高学年とかが帰ってきてから公民館やお宮で遊びよるけ

んね。（「昔はお宮で遊びよったけんね」と呼ぶ者あり） 

西依義規委員 

以前から思うのが、鳥栖市に児童センターが１個しかないっていうのはとても問題だと思

うんです。まちづくり推進センターが、今、生涯学習と公民館の場ってことで、できている

んですよね。そこに児童福祉の場っていう新たな目的を加えて、今のような語学の教室とか

も自動的にせないかんじゃないけど、その代わり人も増やして、場所もそうやって確保して

すると。目的がしっかりするのかなと。今のまま、まちセンを使ったらってなると、やっぱ

りその目的が生涯学習と公民館やけん、ちょっと弱いような気がするから、児童館を８個造

る、社協とかでいいけん、主要児童館を一つ。児童館機能を８か所にすると、児童館で何を

するのかといったら、やっぱりさっき言ったみたいな、その居場所をつくったりとかが自動

的にできるけん、一石二鳥かなっていう気がしたので、意見として。（「地区社協みたいな考

え方」と呼ぶ者あり） 

樋󠄀口伸一郎委員長 

今、皆さんからいただいた御意見は、本当に新たな仕組みをつくるような観点で要望がで

きるのかなとは思っています。それでいろいろと例が出ましたけど、今のある施設、現状の

施設だけに頼らんでやるっていうとか、市民団体も含めてそういう場をつくるとか、町の公

民館とかもありましたし、センターの用途、使途、そこをうまく拡充させるというような感

じもありましたけど、新たな仕組みによってこの放課後児童クラブだけに頼らないやり方を

やっぱり要望していく、その個別具体例はいろいろ出てきますけど、そういう感じでやって
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いくと、委員会としてはまとまるのかなと思っているんですけど。 

牧瀬昭子委員 

やはり子供たちの声を聞く場を設けられないかなと思うんですけど。大人でどうしても決

めがちというか、こうやったらよかろうっていうことについついなりがちなので。やっぱり

決めるときには、子供たちの声を反映させる形がやはり必要だと思うので。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

合わせて、やっぱり付け加えて言うべきでしょうね。 

田村弘子委員 

すみ分けもできているかと思うんですけれども、なかよし会を利用されている児童さんは

放課後デイとの併用で特性を持ってあるお子さんも増えてありますので、指導員の不足とい

うか増員っていうところには、まだ解決にはならないような、すみ分けがあったとしても預

かるお子さんの数が減ったとしても、大人の見る目が必要なお子さんが増えていくのであれ

ば、指導員さんというところはやはり増員させていかなければならないという課題が残って

いるかと思います。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

今、放課後児童クラブで御意見いただきましたけど、意見を記載しながら、いったん放課

後児童クラブの部分で書いていたんですけれども、田村委員がおっしゃったように指導員不

足あるいは保育士不足、ここについてはやっぱり並行して委員会からの考え方とかを伝えら

れたらいいのかなっていうのがありましたので、これについても御意見をいただきたいとは

思います。 

牧瀬昭子委員 

やはり指導員さんたちに直接お声を聞いてはどうかなと思うんですけど、１回もまだこの

場で聞いたことがないからです。個別に聞くことはあっても、なぜこういう状況なのかとか。 

現場で働いている方たちの声を聞くのが一番かなとは思うんですけど。いかがでしょうか。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

これは皆さん方の御意見を聞く前に、もちろん全部すごい大事なことで、当該者に意見を

聞く。ちょっと戻りますけど、スポーツに関しては市民、放課後児童クラブに関しては子供、

これに関しては実際の指導員、あるいは保育士に聞くのが一番早いです。実際に何かをつく

っていくときには、そういう場を設けていただくという要望はもちろん入れます。 

ただ、これを例えば、今から実際に聞いていこうって言って、聞いたことを踏まえて検討

して、どのようなまとめ方が最適だろうと、そこで最適化していくってなると結構タイトに

なるので、もちろんそれは大変重要なことでやらないといけないと私も思っておりますので、
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そこはやるっていうか、やってほしいという体でもいいので、まずは委員会のほうで今やっ

ている政策です。 

要は、フレスポとかでこの保育士不足とかはやってるでしょう。ああいうのもあるし、何

か県のセンターかなんかを利用しながらって、よくお答え出るじゃないですか。その現状を

含めて、今、それだけじゃあやっぱり結果が出ていないので、そこから先には、やっぱり実

際どういうところが問題か指導員の人に意見を聞いてほしいっていうような要望は出したい。

まとまれば出していきたいと思いますけど、今からその作業をするっていうのは置いといて、

ほかに実際にその現地の声、現場とかです。どのようなことが指導員不足、保育士不足に繋

がっているかの声を聴くというのは、ひとつの要望として。 

西依義規委員 

意見の聴取の仕方だと思うんです。 

以前、たしか保育園を回って、それこそ保育士、園長先生とかへ聞くとなかなか現場の声

が出てこないと、まずその場で堂々と言う人はおらんし、だから取るならＱＲコードで、無

記名で、チラシだけ配ってピッピッと、それぐらいの拾い方はしていいと思うんです。 

けれども、本当の声は絶対に出てこないです。役職もあるし、立場もあるけん。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

 実際に委員会でも行っているんですよ。 

西依義規委員 

いやいやうまくいってますよ、で終わり。全然うまくいってないと思うけど、うまくいっ

てますで終わってしまうけん、やっぱりそこの声は聞けないけど、どういう声の聞き方をす

るかは、私はとてもいいと思います。 

実際、私も民生委員への質問をしたら、先々週にはみんなからアンケート用紙が来たって

いうけん、そういうふうに、これは何で成り手不足なのか、お金なのか、やりがいなのか、

大変なのかっていうのを知る必要は確かにあると思うんで、何かを取りましょう。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

いずれにしても、その声を聞くっていうのは必要なので、こっから先はそういう意見聴取

をしてほしいというような要望っていう形になりますね。 

実際、指導員不足とか保育士不足が何でなのかという、アンケートなりＱＲなりやり方は

いろいろです。それを作業していく時間はちょっと無いので、やっぱりそういうことをして

ほしいというような要望を上げていく形になるのかなとは思います。 

西依義規委員 

我々が所管事務調査報告書をつくるときに、それを市民の方が見るときに、結局は調査し
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たことを載せていないとやっぱりいかんので、やっぱり何か調査した結果、我々はこう思う

という。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

その調査をするタイミングと時間ですよね。 

西依義規委員 

１か月もあればできるでしょう。 

プリント配って100人のうちの５人しか結局は回答せんやったかもしれんけど、それをここ

で出してというのはある。どっかで本当の現場の声を聞かないかんやつとかを何か調査をし

たほうがいいなと。 

どうかな、それの調査、分析は私も手伝いますので。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

 暫時休憩いたします。 

 

  午前11時15分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前11時41分再開 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開いたします。 

御意見いろいろありがとうございました。 

放課後児童クラブの指導員不足と入所待ち児童、保育士不足について、一括して御意見を

いただきましたが、まず放課後児童クラブの施設というか、そうしたものに関しては、今ま

での概念にとらわれ過ぎないような新たな仕組みづくりという方向性で７月のまとめ作業に

――学校と公民館と市民団体を含んで、福岡市のわいわい広場等も参考にしながら、あと用

途変更とかもありましたね。そういうのも含めて、施設についてはまとめていきたいと、要

望のほうをしていきたいと思っております。 

それと指導員不足とか保育士不足に関しては、今までの執行部の取組状況等も踏まえ、ま

ずはこの委員会で実態調査をアンケート形式で行った上で、このアンケートをもとに７月の

段階で委員会としての考え方はどのような形で保育士不足を改善したらいいのかというよう

な要望を出せたらと思います。この事務手続に関しては、まずはアンケートの成文を正副議
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長のほうへこういうことをしたいという許可を得たいと思います。そして事務局のほうに成

文の確認、それからできれば執行部のほうに打診をさせていただこうと、執行部のほうが可

能であれば、このアンケートどおりのところへ調査を依頼するという形になります。公立、

私立両方入っていますので、状況等によってその範囲が絞られることがあれば執行部にお任

せしたいと思いますけど、ここは御一任いただいてよろしいですかね。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

この件に関しても７月のまとめに入りますので、ひとまずは５月締切りのアンケートを行

った上で、これがまとまり次第、６月になるのか、議会中になるのか、６月が終わってから

になるのか分かりませんが、タブレットのほうに掲載をしたいと思いますので、またアンケ

ートが出たときは、前もって御確認をいただきたいと思います。 

本日の議事は終わりましたが、皆さんからその他何かあれば御意見・御発言をお願いしま

す。 

西依義規委員 

入所待ち児童、保育士不足に関してですけれども、これも考え方を少し変換して、今、足

りないのは、０、１、２歳が足りないんですよね。もちろん保育士だから余計足りない。だ

から、やっぱり０、１、２歳まで自宅で見ると、月に１万円やりますよとか、実際に岩手県

とか島根県、鳥取県ではされてるんです。それで何かそういった自宅で貴重なこの３年間は

やっぱり家で一緒におろうよっていう価値観っていうか、もちろん自由やけど、その辺も少

し何が何でも、生活が苦しいけん働きに行く、お互い望まない働きかもしれないわけやん。

月に１万円で３年間子供と一緒におろうかっていうような人はちょっと足りんかもしれんけ

ど、何かそういうメッセージ性。鳥栖市は３年間を家に一緒におってそういう人生もいいん

じゃないですかというものを提案するのはどうかな。もちろん財源があることやろうけん難

しいとは思いますけど、そういう考え方はいかがかなと。（「１万円じゃあ」と呼ぶ者あり） 

もちろんパート代くらいは出さないかんけど、財源的には花巻市とかも１万円なんです。

県から5,000円ぐらいです。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

 暫時休憩いたします。 

 

  午前11時45分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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  午前11時51分再開 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開します。 

それでは、今ほかの意見ということで関連意見でございましたけど、０、１、２歳児の家

から出て保育の環境にあるお子さん以外ですね、家庭で保育をなされる方々の支援、これの

検討や協議というものも必要ではないかという御意見でしたが、この分についても別立てで

追加のほうで要望する形として、また７月に再確認をさせていただくという形でよろしいで

しょうかね。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

ありがとうございます。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

それでは、以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 

これをもちまして、本日の文教厚生常任委員会を閉会いたします。 

 

  午前11時52分閉会 
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 鳥栖市議会委員会条例第29条の規定によりここに押印する。 

                                          

            鳥栖市議会文教厚生常任委員長  樋󠄀  口  伸 一 郎    



 

 

 


